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会員増強運動実施中

　 主な内容 　
・令和８年度当所重点事業の概要
・会員訪問記　イキ活きと商い中！

　石見工芸

　今月号は「土蜘蛛（つちぐも）」です。
　朝廷に従わず騒乱を起こしていた大和の葛城山に住む土蜘蛛が、やがて源頼光が病
に伏すと、侍女・胡蝶に化けて近づき、薬を毒にすり替えて暗殺を企てます。しかし
頼光の枕元にあった宝刀によって正体を見破られ、負傷し逃走します。頼光は刀を「蜘
蛛切丸（くもきりまる）」と名付け、四天王に授け討伐を命じます。四天王は血の跡を
追って葛城山へ向かい、激闘の末、土蜘蛛を退治するという物語です。



 

 

②大田市中心市街地の空き地・空き店舗の実態把握
③大田市民・企業の気運の醸成が図れる情報発信の
促進
④商工振興会等と連携した各地域での賑わい創出の
促進

⑵　山陰道開通による影響調査の分析並びに活性化策
の検討

4 人材確保と人材育成 　　　　　　　　　　　
　生産年齢人口の減少等を要因とする人手不足を始め、
職人や技術者の高齢化に伴う技術承継の問題が顕在化
しており、多様な人材活用の必要性が高まっている。
　大田地域人材確保促進協議会※５の運営を通じて、
新規学卒者を対象とした研修会・意見交換会等の実施
や学校との連携による、キャリア教育や情報交換によ
り、地元企業への将来的な就職への意識付けを図り、
若年層の当地域への雇用定着を図る。
　技術承継については、関連団体の協力を得ながら、
島根中央地域職業訓練センターが実施する各種技能実
習や講習会への参加を促し、技術者の育成に繋げる。
　シニア層へは、（公社）島根県シルバー人材センター
連合会との連携を更に強化し、シニア人材の活用に向
けた取組を推進する。
　近年、市内企業で増加傾向にある外国人労働者につ
いては、企業の雇用実態調査を実施するとともに、必
要に応じて外国人労働者の円滑な活用に繋がる支援を
行う。
⑴　大田地域人材確保促進協議会の活動・推進
①若年者の地元企業への雇用促進、定着のための研
修実施
②学生へ向けた地元企業の紹介、宣伝

⑵　関係機関等との連携
①（公社）島根県シルバー人材センター連合会との連
携
②地元高校及び県内大学のキャリア教育支援などの
連携
③島根県立大学との連携

⑶　職業訓練センターを活用した能力開発事業の支援
⑷　外国人労働者の雇用実態の状況把握調査

5 役に立つ商工会議所づくりの推進 　　　　　
　商工会議所は、地域の総合経済団体として地域経済
の持続的発展を担う責務を果たすとともに、会員事業
所に対し実効性の高い支援及びサービスを提供し、そ
の成果を通じて地域の活力向上に貢献することが重要
な役割である。　
　商工会議所活動のさらなる活性化に向けては、組織
基盤の強化が不可欠である。関係団体との連携を一層
深め、継続的な会員増強に取り組む。また、部会活動
を充実させ、業種別・分野別の課題共有や情報交換を
活発化させることで、会員相互の連携強化と意見集約

機能の向上を図る。
　あわせて、会員共済制度等の事業推進や商工会館の
利用促進、既存事業の見直しを進めるとともに、中期
財政計画及び商工会館修繕計画を策定し、計画的かつ
持続可能な財政運営と施設管理を推進する。
　会員満足度の向上にむけて、会員ニーズを的確に把
握し、具体的な支援へとつなげる体制を強化する。商
工会議所のＤＸ化を促進し、業務の効率化及び会員
サービスの高度化を図るとともに、迅速で利便性の高
い支援体制を構築する。商工会議所と会員の結びつき
を深めるため、会員が集う交流事業を開催する。
⑴　会員サービスの向上
①会員支援と会員メリットの情報発信
②タイムリーな情報提供（会議所ニュース、ホーム
ページ、ＳＮＳ配信等の充実）
③会員交流事業の実施

⑵　組織強化と財政基盤の確立
①会員加入の促進、共済企業キャンペーンの実施、
商工会館活用の促進
②部会、委員会活動の充実、事業の見直し強化
③中期財政計画及び商工会館修繕計画の策定

⑶　商工会議所のＤＸ化の推進
⑷　職員の資質向上
①コンプライアンスの徹底と各種研修会への参加

6 提言・要望活動と関係機関との連携強化  　　
　当地域が直面する中小企業・小規模企業の経営基盤
強化、事業継続支援、インフラ整備、まちづくりの推
進などの諸課題の解決に向け、地域商工業者の声を的
確に把握・集約し、国・県・市をはじめとする関係行
政機関に対して、実効性ある提言・要望活動を積極的
に行う。
　あわせて、共通課題の解決および広域的な政策実現
を図るため、日本商工会議所や島根県商工会議所連合
会など関係機関との連携を一層強化し各種事業に取り
組む。
⑴　国・地方自治体等への積極的な要望活動
①国・県への社会インフラ整備促進の要望（山陰道・
国道・県道等）
②島根県知事・県商工労働部との要望懇談会（島根
県商工会議所連合会）
③大田市並びに大田市議会への重点事業要望活動

⑵　関係機関との連携
①日本商工会議所・中国地方商工会議所連合会・島
根県商工会議所連合会等と連携（中小企業支援、
景気・雇用対策、観光振興、インフラ整備、税制
改正等の要望）
②経済諸団体等との連携（島根経済同友会、（一社）
中国経済連合会、銀の道商工会、（一社）大田市観
光協会、ＪＡしまね石見銀山地区本部等）

なつかしの国 石見 （2）



令和８年度

　先月号でお知らせしました、令和８年度の事業計画基本方針に沿った重点事業の概要です。当所は、会員企業と地域
にとって必要で役に立つ組織であるように、更なる努力を傾注してまいります。

1 小規模事業者の経営力向上に向けた支援強化
　物価及びエネルギー価格の高騰、人手不足や賃上げ
対応、各種制度改正などの影響により、事業者の経営
環境は厳しさを増している。こうした状況に対応する
ため、事業者の実態に応じた多角的な支援を行う。
　その中で、今年度の重点支援事項は、小規模事業者
の収益基盤強化と人手不足対策を目的に、同業種の連
携によるコスト削減、デジタル化やＤＸ化、設備導入
による生産性向上・業務効率化を支援する。
　あわせて、適正価格での取引促進、エネルギー価格
高騰への対応、創業や新規事業への挑戦支援、事業承
継（第三者承継含む）にも注力する。
　「経営発達支援計画」による小規模事業者に向けた
「経営力再構築伴走支援」では、自走型経営への転換
を基本方針とし、現状分析に基づく企業認知度向上支
援や、展示会出展などによる販路開拓支援などを実施
する。
　なお、これらの取組を効果的に推進するため、各種
専門家派遣事業を積極的に活用し、高度かつ専門的な
課題への対応を強化する。あわせて、ＯＪＴとＯＦＦ
－ＪＴにより職員の実践力と専門性を高め、相談体制
の強化を図る。
⑴　小規模事業者の経営力強化に向けた取り組みへの

支援
①資金繰りの安定化に向けた支援
②収益基盤の強化と人手不足対策に向けた、デジタ
ル化やＤＸ化、設備導入等による生産性向上や業
務効率化
③エネルギーコスト削減の促進
④価格転嫁による適正価格での取引の促進
⑤創業、事業承継・再編への支援
⑥革新的な取組への支援

⑵「経営発達支援計画」に基づく「経営力再構築伴走
支援」の強化
①自走型経営への転換支援
②個社の来客や売上増加に直結する事業の実施

⑶　相談体制、支援・指導力の強化
①各種専門家派遣事業の積極的な活用
②ＯＪＴとＯＦＦ－ＪＴを活用した相談体制の強化

2 「食」を核とした地域ブランドの活用による
観光振興の推進 　　　　　　　　　　　　　
　「大田の大あなご」については、これまで協議会を
通じて、次世代を担う子どもたちへの地域学習による
シビックプライドの醸成や、「大あなごフェス」等の
ＰＲ活動を展開してきた。その結果、市外からの誘客
を図る有力な観光資源へと成長している。しかしなが
ら、全国規模での認知度向上には至っていないため、
今年度も引き続き全国ブランド化を推進する。
　また、地理的表示（ＧＩ）保護制度に登録された在
来種「三瓶そば」については、昨年７月、生産者や飲
食店等と連携して協議会を設立し、課題の整理やブラ
ンド推進の方法等について検討を行っている。今年度
は、イベント実施や積極的な情報発信を行い、大田市
内外に魅力を発信していく。
　その他、アスパラガスや白ネギ等の産地化に取り組
むＪＡしまね石見銀山地区本部とも連携を図り、加工
品等の商品開発にも取り組む。

　これらの取り組みにより、少子高齢化に伴う生産年
齢人口の減少により、地域経済の縮小が懸念される中、
「食」を核とした地域ブランドの活用による観光誘客
を推進していく。
　さらに、令和９年に迎える「石見銀山遺跡とその文
化的景観」世界遺産登録 20 周年・石見銀山発見 500
年を大きな契機と捉え、当市の知名度向上や観光消費
拡大を図る。事業者の事業参画を促し、ビジネスチャ
ンスとしての意識を高め、官民一体となった機運醸成
に取り組む。
⑴　地域ブランド（大あなご・三瓶そば等）を活用した

観光誘客の推進
①「大田の大あなご」の全国ブランド化に向けた取
組の推進
②在来種「三瓶そば」の全国ブランド化に向けた取
組の推進
③ＪＡしまね石見銀山地区本部との連携強化による
加工品等の商品開発

⑵「石見銀山遺跡とその文化的景観」世界遺産登録
20 周年・石見銀山発見 500 年に向けた取り組み
①記念事業の情報提供及び補助事業の周知・活用促
進
②記念事業を契機とした土産品等の商品開発支援

3 まちづくり事業の推進 　　　　　　　　　　
　大田市の顔である大田市駅周辺では、「大田市駅前
周辺東側土地区画整理事業」、「都市構造再編集中支援
事業」、「まちなかウォーカブル推進事業」、「おおだ子
育てにかかる総合支援拠点施設」、「大田市役所新庁舎
整備」、「公共下水道事業」など大型公共工事が着々と
進み、加えて、新店舗等の建築物が増えてきたことで
見える形での大きな変化に繋がり、まちづくりに対す
る期待が寄せられている。
　当所では、行政による基盤整備に併せ、民間事業者
の機運醸成及び積極的な関与を働きかけ、ソフト・ハー
ド事業を促進する。そして、大田市中心市街地活性化
協議会を中心に、「大田市中心市街地活性化長期計画
（概ね 10 年）」を促進させる。
　また、大田市やＮＰＯまちづくり大田と連携し、中
心市街地の空き地・空き店舗の実態把握に努めるとと
もに、希望ある未来を可視化等することで、市民や事
業者の期待感の高揚や気運の醸成に繋げ、中心市街地
での新規店舗誘致など民間投資の促進に努める。
　そして、中心市街地だけでなく、大田市全体の活性
化を図るため、行政が推進する「小さな拠点づくり」
と同様に、中心市街地以外の地域においても地域特性
を生かした賑わい創出を図るため、商工振興会等との
協力体制を強め、事業活動を活発化させる。
　山陰道は、「大田・仁摩道路」及び「出雲・多伎道路」
が開通し、広域観光の推進や物流の効率化、企業立地
の促進などの効果が期待されている。一方、市外への
購買力の流出や既存道路の交通量の減少なども懸念さ
れている。令和６年度に「大田・仁摩道路」、令和７
年度に「出雲・多伎道路」が事業者に与える影響調査
を実施しており、本年度は調査結果を分析することで
効果的な活性化策の検討を行う。
⑴　まちづくり事業の活発化
①大田市中心市街地活性化長期計画の促進

大田商工会議所重点事業の概要
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野
弘
和
会
長
）
は
、
今
春
、
市
内
の
企
業
に
就
職
し

た
方
を
対
象
と
し
た
標
記
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
市
内
16
事
業
所
か
ら
64
名
が
参
加
し
、
キ

ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
河
上
恵
美
氏
（
㈱
Ｗ
ｏ

ｍ
ａ
ｎ
’ｓ
）
を
講
師
と
し
て
、
接
遇
・
電
話
対
応

等
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
や
、
職
場
で
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
等
を
通
し
て
学
ん
だ
他
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
ド
ミ
ノ
を
使
っ
た
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
力
を

養
う
協
調
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
東
京
・
銀
座
の
「
グ
レ
ー
ス

バ
リ
銀
座
」
を
会
場
に
、
島
根
の
歴
史
や
文

化
を
交
え
て
食
の
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン

ト
「
ミ
ー
ツ
・
ザ
・
シ
マ
ネ
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
松
江
市
出
身
の
映
像
作
家
、

Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
氏
が
企
画
し
、
当
日
は
約
80

人
が
来
場
、
島
根
に
因
ん
だ
映
像
や
料
理
が

提
供
さ
れ
る
中
、
当
所
は
第
３
幕
「
い
わ
み

の
魚
」
の
テ
ー
マ
で
ス
テ
ー
ジ
に
登
壇
し
、

「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
ブ
ラ
ン
ド
化
の
経
緯

や
そ
の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

銀
座
で
「
大
田
の
大
あ
な
ご
」
を
Ｐ
Ｒ

劇
場
型
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ー
ツ
・
ザ
・
シ
マ
ネ
」

社
会
人
の
基
本
を
学
び
、
交
流
深
め
る

　

新
入
社
員
研
修
講
座
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さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
格
的
に
事
業
と
し

て
歩
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
久
手
町
や
朝
山
町
に
加
工
場
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
62
年
頃
に
現
在

の
場
所
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
私
の
子
ど
も
た
ち
も
事
業
に
加

わ
り
、
家
族
で
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、
も
の

づ
く
り
を
続
け
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
事

業
承
継
を
視
野
に
入
れ
、
技
術
と
想
い
を
次

の
世
代
へ
と
繋
い
で
い
く
予
定
で
す
。

木
の
ぬ
く
も
り
を
暮
ら
し
の
中
へ

　

現
在
は
受
注
加
工
も
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
加
え
て
地
元
の
木
材
を
活
か
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
自
然
の
恵
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

温
も
り
あ
る
製
品
づ
く
り
を
心
が
け
て
お

り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
ま

す
。
商
品
は
「
ロ
ー
ド
銀
山
」
や
「
ご
い
せ

仁
摩
」
の
道
の
駅
を
は
じ
め
、
市
内
の
施
設

で
お
土
産
品
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際
に
は

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

特
に
木
の
ス
プ
ー
ン
は
、
金
属
製
と
違
っ

て
口
当
た
り
が
や
さ
し
く
、
熱
い
も
の
を
入

れ
て
も
熱
く
な
り
に
く
い
の
が
特
長
で
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
安
心
し
て
お
使
い
い

た
だ
け
ま
す
。
大
事
に
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば

　

静
間
町
の
石
見
工
芸
（
渡
邉
か
ず
さ　

代

表
）
は
、
湯
の
み
、
皿
な
ど
の
木
工
品
を
制

作
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

創
業
か
ら
現
在
へ

　

昭
和
46
年
、
先
代
で
あ
る
父
が
創
業
し
ま

し
た
。
当
初
は
事
業
と
し
て
で
は
な
く
、
趣

味
の
一
環
と
し
て
靴
ベ
ラ
な
ど
の
木
工
品
を

手
作
り
し
て
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
や
が

て
ご
縁
が
あ
り
、
そ
の
技
術
や
作
品
が
評
価

石
見
工
芸 イ

活
キ

き

と

商
い
中
！

会　員
訪問記

Vol.134

住
所
：
大
田
市
静
間
町
473

－

2

電
話
：
０
９
０

－

４
１
４
５

－

４
０
８
３

営
業
時
間
：
9
：
00
～
18
：
00

定
休
日
：
日
曜
日

一
生
も
の
と
し
て
ご
愛
用
い
た
だ
け
る
製
品

で
す
。
木
工
品
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
木
の

持
つ
温
か
み
や
魅
力
、
そ
し
て
自
然
素
材
な

ら
で
は
の
良
さ
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
！

　

工
房
の
横
に
展
示
場
が
あ
り
ま
す
。
実
際

に
商
品
を
見
て
、
触
れ
て
、
そ
の
質
感
を
感

じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お

気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
温
も
り
を
体
感

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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お問い合わせ　大田商工会議所　TEL 82-0765
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上下、左右それぞれ
漢字２字の言葉がで
きるように、リスト
から漢字を当てはめ
てください。
最後に、リストに残っ
た漢字を組み合わせ
てできる３字熟語を
答えてください。

令和８年度　大田商工会議所事務局組織図

総務課 経営支援課
（中小企業相談所）

専務理事 尾田　英夫

事務局長 沖　　和真

課長　　藤原　明美

〈総務係〉
係長　　福島　　卓
主任　　岡田由紀子
主事　　中原　章寛
主事　　江藤　真美

課長（所長）�月森　直紀
課長補佐� 梶谷　晃弘
課長補佐� 鎌田　晴美

〈経営支援係〉
係長　　𠮷田　慎矢
主任　　秦　真喜子
主事　　佐藤　亮大

会
員
同
士
で
指
摘
し
合
い
ま
し
た
。

　

監
督
官
か
ら
は
、
伐
倒
の
際
の
合
図
を
し

っ
か
り
と
し
て
い
た
と
の
評
価
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
安
全

な
職
場
づ
く
り
を

目
指
し
て
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

大
田
林
材
業
労
働
災
害
防
止
協
会
（
石
橋

勇
介
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
、
労
働
災
害
の

防
止
を
目
的
に
、
大
田
市
森
林
組
合
の
作
業

場
と
な
っ
て
い
る
温
泉
津
町
の
山
林
で
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
当
会
会
員
８
名
と
出
雲
労
働
基

準
監
督
署
の
監
督
官
１
名
の
計
９
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

県
の
労
働
災
害
防
止
の
重
点
項
目
で
あ
る
、

転
倒
防
止
対
策
や
機
械
類
を
重
点
的
に
点
検

し
、
事
故
発
生
の
原
因
と
な
る
危
険
な
点
を

山
林
パ
ト
ロ
ー
ル

労
働
災
害
を
防
止
し
安
全
な
職
場
づ
く
り

（7） なつかしの国 石見



▼
以
前
の
研
修
で
、
会
報
な

ど
の
購
読
率
は
約
3
割
と
聞

き
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た

だ
く
難
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
春
、
当
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
実
際
に

ご
覧
い
た
だ
く
と
、
以
前
よ
り
見
や
す
く
な

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
会
報
も
掲
載
予
定

で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
気
軽
に
閲
覧

で
き
ま
す
の
で
、
お
時
間
の
あ
る
際
に
、
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

（
Ｏ
）

▼
４
月
１
日
、
総
務
課
か
ら
経
営
支
援
課
に

異
動
し
ま
し
た
。

　

補
助
金
申
請
な
ど
携
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

仕
事
に
さ
っ
そ
く
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

　

課
員
６
名
の
う
ち
所
長
は
学
年
が
一
つ
上
、

課
長
補
佐
２
名
は
同
級
生
と
、
年
齢
の
面
で

も
話
し
や
す
く
頼
り
に
な
る
上
司
ば
か
り
な

の
で
、
大
い
に
頼
り
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と

し
た
仕
事
が
出
来
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

（
Ｈ
）

▼
今
回
、
当
所
「
部
会
」
の
案
内
を
折
込
み

ま
し
た
。
ご
覧
い
た
だ
け
た
で
し
ょ
う
か
。

部
会
は
、
全
会
員
の
方
が
対
象
で
す
。

　

当
所
は
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
案
内
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
簡
単
に
回
答
が
で
き
ま
す
。
是
非
ご
利
用

い
た
だ
き
、
ご
出
席
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

所
属
部
会
な
ど
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
点

は
、
デ
ジ
タ
ル
な
し
で
も
大
丈
夫
で
す
。

�

（
Ｆ
）

後
　　 記

中小企業大学校広島校
テーマ 主な研修内容 期間 定員 受講料

次世代トップリーダー
養成講座

・	 次世代トップリーダーの使命と心構え
・	 リーダー自身の成長と問題解決に必要な視点
・	 経営戦略策定の基本
・	 組織を牽引するマネジメント

6月3日～5日 25名 32,000円

問題発見・解決力強化講座
・	 問題発見、解決の全体像
・	 問題の特定と原因分析
・	 問題解決の立案
・	 自社の問題発見、解決策の検討（演習）

6月22日～24日 30名 32,000円

職場リーダーのための
チームビルディング講座

・	 チームを活性化させる管理者の役割と行動
・	 チームマネジメントの実践的な手法とチーム

メンバーへの理解（演習）
・	 行動計画の作成と決意表明（演習）

6月30日～7月2日 30名 32,000円

※補助金制度がありますので、受講される方は当所までご連絡下さい。（℡ 82-0765）

二字熟語
交差パズル
答え

答え：菜種油

検
定
試
験
案
内

〈
簿
記
〉

　
　
試
験
日
…
…
6
月
14
日
㈰

　
　
申
　
込
…
…
～
5
月
18
日

〈
珠
算
〉

　
　
試
験
日
…
…
6
月
28
日
㈰

　
　
申
　
込
…
…
～
5
月
28
日

クリーン三瓶
清掃活動を行い、美しい三瓶
の自然を維持しましょう

日　　時　5月17日（日）
　　　　　　9時 15 分～
集合場所　西の原
　　　　　「山の駅さんべ」前
     ※少雨決行
【問い合わせ】
 大田市環境政策課
　　　　（☎ 82－1600）

石見銀山天領太鼓結成40周年記念

和太鼓コンサート
ワークショップ発表 

「打喜揚々」「昇龍」
日　時　5 月 24 日（日）
　　　　開演 17:00
会　場　大田市民会館　大ホール
入場料　一　般　　1,000 円
　　　　高校生以下　500 円

【問い合わせ】
大田市民会館 （☎ 82－0938）

当所Facebook
ページ開設中！

www.facebook.com/
ohdacci
セミナーや行事等の情報を
発信しています。

　大田商工会議所のホーム
ページがリニューアルし運用
が始まりました。
　各種支援相談に対応する情
報やセミナー開催のお知ら
せ、イベント情報の発信など
当所のあれこれが分かり易く
ご覧いただけるようになって
います。
　ぜひアクセスしてみてくだ
さい。
　https://www.ohdacci.com

当所ホームページ
新しくなりました！
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